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9
月
9

日
、
国
会

議
員
会
館

で
東
京
土

建
を
始
め

と
す
る
4

土
建
1
県

連
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の

な
か
で
誰

一
人
取
り

残
さ
な
い

建
設
ア
ク

シ
ョ
ン
の

行
動
と
し

て
中
小
企

業
庁
要
請

行
動
を
行

な
い
、
56

人
が
参
加

し
ま
し
た
。
要
請
で
は
、
月
次
支

援
金
の
速
や
か
な
給
付
、
持
続
化

給
付
金
や
家
賃
支
援
給
付
金
の
再

給
付
、
最
賃
引
き
上
げ
に
合
わ
せ

た
中
小
企
業
支
援
と
し
て
社
会
保

険
料
の
事
業
主
負
担
の
軽
減
等
、

を
求
め
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
中
村
隆
幸
東

京
土
建
委
員
長
は
「
中
小
企
業
庁

へ
の
要
請
は
、
今
年
3
度
目
。
月

次
支
援
金
の
効
果
は
限
定
的
。
飲

食
店
の
事
業
不
振
や
ウ
ッ
ド
シ
ョ

ッ
ク
の
影
響
で
建
設
は
き
び
し
い

状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
あ

ら
た
め
て
仲
間
の
実
態
を
届
け
、

支
援
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
」
な

ど
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
対
象
業
者

と
間
接
的
な
取
引
が
あ
っ
て
影
響

を
受
け
た
の
に
給
付
が
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
」
「
5
〜
7
月
分
を
一

括
し
て
申
請
し
た
ら
、
6
月
分
だ

け
遅
れ
て
給
付
と
な
っ
た
」
「
新

設
法
人
で
不
支
給
に
な
っ
た
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
」
な
ど
具
体
的
な
事

例
を
あ
げ
対
応
を
求
め
る
と
同
時

に
、
あ
ら
た
め
て
給
付
金
額
の
増

額
、
給
付
期
間
の
延
長
、
登
録
確

認
機
関
の
拡
充
等
を
求
め
る
意
見

を
述
べ
ま
し
た
。

中
小
企
業

庁
側
は
具
体

的
事
例
に
関

し
て
必
要
な

回
答
を
行
な

い
、
制
度
改

善
を
求
め
る

要
望
に
は
庁

に
持
ち
帰
り

検
討
す
る
こ

と
を
約
束
し

ま
し
た
。

要
請
に

は
、
笠
井
亮

衆
議
院
議
員

他
2
人
の
国

会
議
員
、
奈

良
統
一
全
建

総
連
書
記
次

長
が
同
席
し

ま
し
た
。

要望書を提出。右から4人目が中村東京土建委員長

【
板
橋
・
書
記
・
竹
腰
隆
樹

記
】
板
橋
支
部
災
害
救
助
隊
は
9

月
5
日
、
支
部
会
館
で
救
急
蘇
生

の
実
習
を
2
年
ぶ
り
に
開
催
し
、

13
分
会
よ
り
24
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
講
師
は
市
民
防
災
研
究
所
の

高
坂
主
任
研
究
員
と
須
藤
救
急
救

命
士
で
す
。
高
坂
氏
は
消
防
隊
の

出
身
で
、
消
防
活
動
で
の
リ
ー
ダ

ー
の
指
揮
活
動
を
例
に
し
な
が

ら
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
説

明
し
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
は「
個
々
に
協
力
活

動
を
す
る
人
々
の
力
を
結
集
す

る
、活
動
の
見
通
し
を
立
て
戦
略

を
遂
行
す
る
必
要
が
あ
る
」と
し

ま
し
た
。具
体
的
に
は
情
報
収
集
、

メ
ン
バ
ー
間
の
意
思
疎
通
、活
動

監
視
、安
全
配
慮
、指
示
連
絡
は
明

瞭
簡
潔
に
、常
に
メ
ン
バ
ー
を
掌

握
す
る
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
役
割

が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

「
定
期
的
に
す
る

こ
と
が
必
要
」

そ
の
後
、2
会
場
に
分
か
れ
て
、

救
出
・
救
護
、
止
血
法
と
救
急
蘇

生
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
を
少
人
数
の
グ

ル
ー
プ
で
実
習
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
の
実
習
と
い
う
こ
と
で
、

自
分
自
身
で
身
近
に
あ
る
ご
み

袋
、
タ
オ
ル
、
三
角
巾
、
手
ぬ
ぐ

い
な
ど
を
用
い
て
大
腿
骨
な
ど
の

止
血
を
実
施
。
横
た
わ
っ
て
い
る

傷
病
者
の
搬
送
は
複
数
人
で
取
り

組
み
ま
し
た
。
傷
病
者
は
エ
ア
ー

で
倒
れ
て
い
る
と
見
立
て
、
応
急

担
架
の
作
り
方
か
ら
、
担
架
へ
の

移
動
ま
で
を
学
び
ま
し
た
。

建
物
の
中
に
逃
げ
遅
れ
た
人
を

救
助
し
に
行
く
実
習
で
は
、
ま
ず

リ
ー
ダ
ー
を
決
め
る
、
リ
ー
ダ
ー

は
周
囲
の
安
全
確
認
状
況
の
把

握
、
的
確
な
指
示
を
だ
す
こ
と
な

ど
見
本
を
示
し
な
が
ら
行
な
い
ま

し
た
。

心
肺
停
止
者
へ
の
蘇
生
Ａ
Ｅ
Ｄ

訓
練
で
は
、
須
藤
救
命
士
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
2
人

1
組
と
な
り
実
習
。
一
つ
一
つ
の

動
作
を
確
認
し
、
初
参
加
者
も
、

経
験
者
は
思
い
出
し
な
が
ら
人
形

に
胸
骨
圧
迫
を
施
し
ま
し
た
。
Ａ

Ｅ
Ｄ
に
お
い
て
は
、
汗
や
貴
金
属

は
通
電
す
る
の
で
注
意
が
必
要
、

完
全
に
心
停
止
の
時
は
作
動
し
な

い
の
で
そ
の
時
は
胸
骨
圧
迫
を
し

続
け
る
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
は
人

工
呼
吸
は
無
理
に
し
な
く
て
よ
い

な
ど
、
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
2
回
目
の
防
災
セ
ミ
ナ

ー
は
、
要
望
の
高
か
っ
た
救
急
救

命
講
習
を
実
施

し
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、

「
実
践
的
で
わ

か
り
や
す
く
、

覚
え
や
す
い
」

「
応
急
担
架
の

作
成
が
知
れ
て

よ
か
っ
た
」「
身

近
に
使
え
る
た

く
さ
ん
の
物
で

救
出
・
救
護
で

き
る
と
思
っ

た
」
「
初
め
て

で
参
考
に
な
っ

た
」「
常
に
練
習

し
て
い
な
い
と
忘
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
参
加
し
て
よ
か
っ

た
」
「
定
期
的
に
実
習
す
る
こ
と

が
必
要
」
な
ど
と
好
評
で
し
た
。

大
規
模
地
震
で
の
救
助
の
多
く

は
共
助
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今

後
も
少
人
数
で
の
救
急
救
命
講
習

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

池川都議（左）に要請書を手渡す
青木伸太郎町田支部書記長

【
町
田
・
書
記
・
木
戸
雅
夫
記
】

8
月
27
日
に
、
池
川
友
一
都
議
会

議
員
と
懇
談
を
行
な
い
ま
し
た
。

東
京
土
建
国
保
の
育
成
と
強
化
の

要
請
が
主
旨
で
し
た
が
、
多
く
の

時
間
を
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
、
意
見

交
換
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

町
田
市
内
も
感
染
者
数
の
増
加

が
著
し
い
こ
と
や
、
若
い
世
代
で

基
礎
疾
患
が
な
い
方
の
死
亡
例
な

ど
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
「
い

の
ち
を
守
る
」
政
策
の
実
施
が
急

務
で
医
療
体
制
の
整
備
、
感
染
症

対
策
の
基
本
で
あ
る
検
査
の
整

備
、
自
粛
と
補
償
は
セ
ッ
ト
で
行

な
う
こ
と
等
の
説
明
が
議
員
か
ら

あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
建
設
現
場
で
は
残
暑
と

呼
べ
な
い
酷
暑
の
な
か
、
マ
ス
ク

を
し
続
け
る
こ
と
は
熱
中
症
に
な

る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
人
が
い

な
い
と
き
に
は
マ
ス
ク
を
外
し
て

作
業
し
て
い
る
こ
と
や
、
現
場
に

お
け
る
密
集
の
回
避
は
個
人
で
は

な
か
な
か
難
し
い
こ
と
な
ど
を
訴

え
ま
し
た
。

最
後
に
建
設
業
従
事
者
に
と
っ

て
、
建
設
国
保
は
生
活
を
守
る
砦

で
あ
り
、
育
成
や
強
化
は
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と

理
解
を
示
し
、
懇
談
は
終
了
し
ま

し
た
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
左
）
は
、
建
設

国
保
に
加
入
す
る
組
合
員
や
家
族

向
け
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
池
川
議
員

に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
さ

れ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
し
た

も
の
で
す
。
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

東
京
土
建
で
は
毎
年
各
支
部
の

役
員
を
先
頭
に
、
都
議
会
議
員
の

皆
さ
ん
に
、
「
建
設
国
民
健
康
保

険
組
合
へ
の
東
京
都
補
助
金
に
つ

い
て
の
賛
同
署
名
」
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
賛
同
署
名
を
い
た
だ

い
た
議
員
は
以
下
の
皆
さ
ん
（
8

月
24
日
現
在
）
で
す
。
7
月
に
は

都
議
会
議
員
選
挙
で
新
た
に
議
員

に
な
ら
れ
た
方
も
い
ま
す
。
す
べ

て
の
都
議
会
議
員
か
ら
の
賛
同
を

め
ざ
し
、
引
き
続
き
署
名
の
要
請

を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

＊
敬
称
略

＊
都
＝
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
、
共
＝

共
産
、
公
＝
公
明
、
自
＝
自
民
、

立
＝
立
憲
民
主
、
無
＝
無
所
属

【
荒
川
区
】
慶
野
信
一
（
公
）
、

滝
口
学
（
都
）

【
葛
飾
区
】
和
泉
尚
美
（
共
）
、

平
田
充
孝
（
自
）

【
文
京
区
】
福
手
裕
子
（
共
）
、

増
子
博
樹
（
都
）

【
墨
田
区
】
成
清
梨
沙
子
（
都
）、

川
松
真
一
朗
（
自
）
、
加
藤
雅
之

（
公
）

【
板
橋
区
】
木
下
富
美
子
（
無
）、

松
田
康
将（
自
）、
徳
留
道
信（
共
）

【
豊
島
区
】
本
橋
弘
隆
（
都
）
、

米
倉
春
奈（
共
）、
長
橋
桂
一（
公
）

【
北
区
】
山
田
加
奈
子
（
自
）
、

曽
根
肇
（
共
）

【
中
央
区
】
石
島
秀
起
（
自
）

【
島
し
ょ
部
】
三
宅
正
彦
（
自
）

【
品
川
区
】
伊
藤
興
一
（
公
）
、

森
澤
恭
子（
無
）、白
石
民
男（
共
）、

阿
部
祐
美
子
（
立
）

【
目
黒
区
】
伊
藤
悠
（
都
）

【
新
宿
区
】
大
山
と
も
子
（
共
）、

古
城
将
夫
（
公
）
、
森
口
つ
か
さ

（
都
）
、
吉
住
栄
郎
（
自
）

【
中
野
区
】
西
沢
圭
太
（
立
）
、

荒
木
千
陽（
都
）、
高
倉
良
生（
公
）

【
三
鷹
市
】
中
村
洋
（
立
）
、
山

田
浩
史
（
都
）

【
武
蔵
野
市
】
五
十
嵐
衣
里（
立
）

【
北
多
摩
第
3
】
中
島
義
雄
（
公
）

林
明
宏
（
自
）

【
青
梅
市
】
森
村
隆
行
（
都
）

【
西
多
摩
】
田
村
利
光
（
自
）

【
北
多
摩
第
2
】
本
橋
巧
（
自
）

【
府
中
市
】
小
山
有
彦
（
無
）
、

鈴
木
錦
治
（
自
）

【
南
多
摩
】
石
川
良
一
（
都
）
、

小
磯
明
（
自
）

【
北
多
摩
第
4
】
原
紀
子
（
共
）

【
北
多
摩
第
1
】
尾
崎
あ
や
子

（
共
）
、
関
野
杜
成
（
都
）

少人数のグループで取り組みました

9
月
2

日
、
け
ん
せ

つ
プ
ラ
ザ
東

京
で
労
働
対

策
部
、
仕
事

対
策
部
、
一

社
・
リ
フ
ォ

ー
ム
パ
ー
ト

ナ
ー
協
議
会

の
共
催
で
、

ア
ス
ベ
ス
ト

関
連
法
改
正

学
習
会
を
行

な
い
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
参
加
も
含

め
28
本
支
部
等
、
62
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

冒
頭
、
川
口
労
働
対
策
部
長
が

「
今
年
は
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
で
は

大
き
く
動
い
た
年
。
5
月
に
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
の
最
高
裁
判
決
、
6

月
に
被
害
救
済
の
法
律
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
4
月
か
ら
大
気
汚

染
防
止
法
、
石
綿
障
害
予
防
規
則

が
大
き
く
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
裁

判
で
は
私
た
ち
は
『
被
害
者
』
と

し
て
闘
っ
て
き
ま
し
た
が
、（
法
令

等
に
基
づ
く
適
切
な
対
応
し
な
け

れ
ば
）『
加
害
者
』
の
立
場
に
も
な

り
得
ま
す
。
正
し
い
知
識
を
得
て

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

学
習
で
は
、
東
京
都
環
境
局
環

境
改
善
部
大
気
保
全
課
・
小
熊
課

長
代
理
が
「
石
綿
に
関
す
る
大
気

汚
染
防
止
法
・
環
境
確
保
条
例
の

規
制
に
つ
い
て
」、東
京
都
労
働
局

労
働
基
準
部
健
康
課
・
金
内
衛
生

専
門
官
が
「
改
正
石
綿
障
害
予
防

規
則
に
つ
い
て
」、ま
た
搬
入
業
者

の
メ
ジ
ャ
ー
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
・
ジ
ャ

パ
ン
（
株
）
の
藤
原
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
が
石
綿
含
有
建
材
取
扱
施

設
の
紹
介
を
行
な
い
ま
し
た
。

最
後
に
佐
藤
仕
事
対
策
部
長
は

「
今
後
、
石
綿
含
有
建
造
物
の
解

体
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
学
ん

だ
内
容
を
、
仲
間
に
周
知
し
て
く

だ
さ
い
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

加害者にならない

災
害
救
助
隊
で
救
急
蘇
生
実
習

関連法等の改正を学習

板橋

リ
ー
ダ
ー
の
役
割
も
学
ぶ

ア
ス
ベ
ス
ト

池
川
都
議
に
要
請
、懇
談

町田

国
保
と
コ
ロ
ナ
で

求

人

求

職


